
CAC information No.49(2025) 
 

1 

目次 

1．センター長挨拶 .................................................................. 2 

2．職員 ............................................................................ 3 

3．新スタッフ紹介 .................................................................. 4 

4．装置と稼働状況 .................................................................. 5 

5．新規導入装置の紹介 .............................................................. 8 

6．リユースによる装置の整備 ....................................................... 11 

7．学内措置による教育研究組織の整備について ....................................... 13 

8．コアファシリティ事業について ................................................... 14 

9． ChemOffice＆電子ノート活用セミナーについて  ................................... 15 

10．化学アドバンスト実験について .................................................. 16 

11．FD 研修について ................................................................ 16 

12．購読雑誌など .................................................................. 17 

13．今年度の行事 .................................................................. 18 

14．昨年度の活動報告 .............................................................. 22 

15．センターの機器を利用して得られた成果 .......................................... 31 

16．学内および学外共同利用について ................................................ 45 

17．センターからのお願い .......................................................... 46 

 

 

 

 



CAC information No.49(2025) 
 

2 

1．センター長挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合解析センター（Comprehensive Analysis Center） は、1977 年に産研の附属施設として設置

された材料解析センターを前身としますが、基礎から応用に至る産研の幅広い研究領域に対する支

援をより総合的に行う共通施設として発展すべく、研究所本体の改組に合わせ、旧電子顕微鏡室を

統合し、2009 年度に発足しました。専任准教授 1 名、専任助教 2 名の専任教員をはじめ、技術職員

5 名、事務補佐員 1 名、産研からの兼任教員 4名にセンター長（兼任）を加えた人員構成を取ってい

ます。 

幸い、総合解析センターとして改組後、老朽化した機器の多くを最先端の機器に更新し、本冊子

に示すように、産研の多様な研究領域をカバーしうる組成分析、状態分析、分光分析機器が整備さ

れました。これらの機器類は、センター専任の教職員によって、ユーザーが常時利用できるよう維

持・管理されています。専門的な知識を必要とする機器については、必要に応じてセンターの職員

が解析をサポートすると同時に、容易に操作できる機器類は個々の研究者に終日開放しています。   

機器の使用法に関する利用者講習会も、新入生のための機器分析講習会をはじめ、毎年精力的に開

催していますので、是非、本冊子に目を通して頂き、センター保有の分析機器類を存分に活用して

頂ければ幸いです。 

総合解析センターは、産研の附属共通施設であり、もちろん第一義には産研の研究支援施設と位

置づけられます。一方で、機器共用促進のため、大阪大学コアファシリティ機構から４名のスタッ

フが測定支援に加わり学内共同利用の促進、また学外共用のための分子研を中心とする大学連携研

究設備ネットワークにおいて総合解析センターは阪大の窓口となっています。この他、産研インキ

ュベーション棟や阪大テクノアライアンス棟入居の民間企業の方々の利用も支えています。2012 年

度に実施された産研の外部評価においては、「開かれたセンターとして日本のモデルケースとなり得

るものであり、大阪大学が誇るべきものである」との高い評価も頂きました。 

大阪大学は令和 3 年度からコアファシリティ事業に採択され、一層の機器の共用利用が進んでい

ます。センターの専任教員は、センター保有機器を駆使して、有機化学、有機金属化学、分析化学

に関する独自の研究と学生教育を行っています。また、センターとして、「いちょう祭」等の一般公

開や高校生への見学を通して、先端機器や研究の紹介活動も行っています。 

皆様におかれましては、当センターの維持・発展に引き続きご理解・ご協力を頂きたく、よろし

くお願い申し上げます。 

家 裕隆 
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２ 2．職員 

                                                   

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

⾝分 ⽒名 所属 内線 メール 居室

センター⻑(兼任) 家 裕隆 ソフトナノマテリアル研究分野 8475 yutakaie*1 F514

准教授 鈴⽊ 健之 総合解析センター 8525 suzuki-t*1 205-1

助教 周 ⼤揚 総合解析センター 8526 zhou*1 206

助教 朝野 芳織 総合解析センター 8527 asano*1 206

准教授(兼任) ⻄野 美都⼦ ⽣体分⼦制御科学研究分野 8548 mnishino*1 F341

助教(兼任) 近藤 吉史 先端ハード材料研究分野 8436 y.kondo*1 S605

助教(兼任) ⼭下 泰信 複合分⼦化学研究分野 8471 yyamashita*1 F527

助教(兼任) 横⼭ 創⼀ ソフトナノマテリアル研究分野 8476 yokoyama.soichi*1 F506

技術職員(係⻑) 松崎 剛 技術室 8527 matuzaki*1 302

技術職員(技術専⾨職員) ⽻⼦岡 仁志 技術室 8526 haneoka*1 206

技術職員 村上 洋輔 技術室 8531 murakami*1 S105

技術職員 嵩原  綱吉 技術室 8528 takehara*1 206

技術職員(班⻑) ⼭中 卓也 技術室 6510 t-yamanaka*1 S506

技術専⾨職員 江⼝ 奈緒 コアファシリティ機構 4782 eguchi-n*2 I405

特任研究員 ⽚野 公也 コアファシリティ機構 8526 katano.kinya.sci*3 206

特任技術専⾨職員 平野 岳史 コアファシリティ機構 4815 hirano-ta*2 I405

特任助教 ⼤⻄ 裕介 コアファシリティ機構 4815 ohnishi.yusuke.corefc*3 I405

特任研究員 謝 明君 フレキシブル3D実装協働研究所 4295 hsieh*1 S115

事務補佐員 和⽥ 智⼦ 総合解析センター 8529 cac-secretary*1 201

*1)@sanken.osaka-u.ac.jp *2) @office.osaka-u.ac.jp *3) @osaka-u.ac.jp
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  3．新スタッフ紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 4 月より、総合解析センターの兼任助教として、蛍光 X 線分析（X-ray 

Fluorescence, XRF）装置を担当することになりました。私は 2023 年 4 月から

大阪大学産業科学研究所の関野研究室（先端ハード材料研究分野）の助教とし

て勤務しております。私はこれまで溶液プロセスを用いたナノ材料や触媒材料

の開発の研究に取り組んでおり、調製した材料の元素分析を行うために本機器

を学生の頃からユーザーの一人として使用してきました。今回、初めて機器管

理の仕事に携わることとなり、不慣れな点も多々あるかと存じますが、皆様の

お役に立てるように精一杯努めてまいります。どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。 

 

 

私は2024年 10月に理学研究科 技術部 分析室に特任研究員として再雇用され、

同科 化学専攻 松本研究室が所有し共用利用機器として提供している XPS(X 線

光電子分光分析装置)の管理をしております。総合解析センターでも昨年度に新

しく導入された XPS の管理を致します。表面分析という狭い分析手法でのサポー

トになりますが、表面近傍の浅い領域を分析する手法は数限られていますので、

どうぞご相談頂ければと思います。 

これからよろしくお願い致します。 

 

 

 

2024 年 11 月にコアファシリティ機構の特任技術専門職員として大阪大学に着

任し、産業科学研究所 総合解析センターにある誘導結合プラズマ発光分光分析

装置（ICP-OES）を担当することになりました。大学に着任する前は 30 年ほどい

くつかの民間企業の分析を行う部署や分析装置メーカーにて多種多様な試料の

分析を担当し、経験を積んでまいりました。専門分野は無機元素の定量分析です

が、ICP-OES に限らず誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）や原子吸光光度

計（AA）、蛍光 X 線（XRF）なども経験があります。 

また、XRF を除いてこれらの装置は測定するために試料を前処理（溶液化）す

る必要がありますが、炭化物、窒化物などの難分解性試料や Ru, Rh, Ir といっ

た難溶解性の元素も溶解するための知見を持っております。無機元素の定量に関

して主成分から不純物の測定までご不明の点があれば、ご遠慮なくご相談頂けれ

ばと思います。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

  

 

私は2024年 12月にコアファシリティ機構共創利用支援部門の特任助教に着任

しました。総合解析センターの方では、今年 3 月に新しく導入された電子線回折

装置、XtaLAB SynergyED を担当しております。着任以前は蛋白質研究所の蛋白

質結晶学研究室にて電子回折のグループの一員として研究しておりましたので、

その経験を生かして装置の利用推進をしてまいります。現在は装置の共用利用開

始に向けて準備を進めております。装置管理の仕事は初めてで至らぬ点もあるか

と思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

近藤 吉史 

平野 岳史 

大西 裕介 

片野 公也 
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4．装置と稼働状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
依
頼

 
⾃
主

 
特
別
指
導

 
予
約

 
時
間
外
利
⽤

700 MHz AVANCEⅢ-700 (BRUKER) 〇 105

600 MHz AVANCEⅢ-600 (BRUKER) 〇 104

600 MHz ECA-600 (JEOL) 〇 〇 要 106

400 MHz ECS-400(JEOL) 〇 要 F428 ⼭下

400 MHz ECS-400(JEOL) 〇 要 F507 横⼭

JMS-700(JEOL) 〇 要 可 可 303

DART-AccuTOF-Express(JEOL) 〇 要 可 可 303

Ultraflex Ⅲ(BRUKER) 〇 要 可 可 304

micrOTOFⅡ(BRUKER) 相談 304

LTQ Orbitrap XL(THERMO) 〇 304

ITQ1100(THERMO) 〇 要 可 可 304

FT/IR4100(JASCO) 〇 要 可 可 302

React-IR45(METTLER) 相談 〇 可 可 302

P-2300(JASCO) 〇 要 可 可 302

J-1500(JASCO) 〇 要 可 可 302
江⼝
平野

⽻⼦岡
JM10(J-SCIENCS) 〇 302 松崎

TG8120(RIGAKU) 〇 要 可 可 302

DSC8270(RIGAKU) 〇 要 可 可 302

DSC8230(RIGAKU) 〇 要 可 可 302

有機微量元素分析装置

⽰差熱熱重量同時測定装置

嵩原
⽰差⾛査熱量計

⾼周波誘導結合
プラズマ発光分光分析装置

円⼆⾊性分散計

ICPS-8100(SHIMADZU) 〇 〇 要 可 可 301

〇 要 可 可 302

フーリエ変換⾚外
分光光度計

鈴⽊
⽻⼦岡

紫外可視近⾚外分光光度計 V-770(JASCO)

可 102 江⼝

旋光計

質量分析装置
朝野
松崎

⾶⾏時間型⼆次イオン M6(IONTOF) 〇 〇 要 可質量分析装置

共
鳴
装
置

超
伝
導
核
磁
気

可 可

周
⽻⼦岡

 
担
当
者

装置 機種（メーカー）

分析⽅法 ⾃主分析の場合  
設
置
場
所
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＊1 特殊測定のみ 
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JSM-F100(JEOL) 〇 〇 要 可 可 S107 村上

JEM-ARM200F(JEOL) 〇 S104

JEM-2100(JEOL)(HC) 〇 〇 要 可 相談 F192

JEM-2100(JEOL)(HR) 〇 〇 要 可 相談 S113

FB-2100(JEOL) 相談 〇 要 可 S113

KRATOS ULTRA2 ⽻⼦岡
(SHIMADZU) ⽚野

＊1
〇

ZSX100e(RIGAKU) 〇 要 可 可 101 近藤

⼤⻄
村上
嵩原

XtaLAB Synergy-ED
(JEOL-RIGAKU)微結晶電⼦線回折装置 〇 102

可 203 嵩原単結晶X線⾃動回折装置 XtaLAB PRO(RIGAKU) 〇 〇 要 可

X線回折装置
蛍光X線分析装置

嵩原全⾃動⽔平型多⽬的 SmartLab(RIGAKU) 〇 要 可 可 101

可 101X線光電⼦分光分析装置 〇 〇 要 可

村上顕微鏡
ナノスケールハイブリット VN-8010(Keyence) 〇 要 可 可 S107

⾛査型電⼦顕微鏡

透過型電⼦顕微鏡
⻄野
村上

村上
謝

 
担
当
者装置 機種（メーカー）

分析⽅法 ⾃主分析の場合  
設
置
場
所

集束イオンビーム装置
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主な装置の稼働状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装　　置　　名 機種（メーカー） 令和６年度

AvanceⅢ700 (BRUKER） 2,727 時間  

AvanceⅢ600WB(BRUKER) 2,351 時間  

ECS400 (JEOL)(4F) 1,764 時間  

ECS400 (JEOL)(5F) 2,142 時間  

ECA600(JEOL) 1,934 時間  

JMS-700(JEOL)    131   件  

AccuTOF-DART (JEOL)    379   件  

MALDI-TOF/TOF UltraflexⅢ(BRUKER)    230   件  

LTQ Orbitrap XL(Thermo)   1,540   件  

micrOTOFⅡ(BRUKER)    198   件  

ITQ1100(Thermo) 1,633 時間  

飛行時間型二次イオン質量分析装置 M6(IONTOF) 1,100 時間  

FT/IR4100(JASCO)

React-IR45 (METTLER)

紫外可視近赤外分光光度計 V-770(JASCO)    60   件  

旋光計 P-2300    13   件  

円二色性分散計 J-1500(JASCO) 119 時間  

高周波誘導結合プラズマ発光分光度計 ICPS-8100(SHIMADZU) 708 時間  

ＣＨＮ微量元素分析装置 JM10(J-SCIENCE) 68   件  

示差熱天秤 TG8120(RIGAKU) 923 時間  

DSC8270(RIGAKU)

DSC8230(RIGAKU)

JSM-F100(JEOL) 1,861 時間  

IM4000(HITACHI TECH) 24 時間  

JEM-ARM200F(JEOL) 475 時間  

JEM-2100(JEOL)(HC) 320 時間  

JEM-2100(JEOL)(HR) 267 時間  

集束イオンビーム装置 FB-2100(HITACHI) 495 時間  

全自動水平型多目的Ｘ線回折装置 SmartLab(RIGAKU) 1,561 時間  

蛍光Ｘ線分析装置 ZSX100e(RIGAKU) 358 時間  

光電子分光Ｘ線装置 JPS-9010MC(JEOL) 2,002 時間  

単結晶自動Ｘ線回折装置 XtaLAB(RIGAKU) 2,857 時間  

走査型電子顕微鏡

透過型電子顕微鏡

   199   件  

408 時間  

超伝導核磁気共鳴装置

質量分析装置

フーリエ変換赤外分光光度計

示差走査熱量計
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5．新規導入装置の紹介   

 

電子線回折装置 XtaLAB Synergy-ED の導入 

コアファシリティ機構の令和 6 年度概算要求基盤的研究設備により 2025 年 3 月に電子線回折装置 

XtaLAB Synergy-ED が導入されました。本装置は、電子回折用に最適化された日本電子製 200 kV 

電子線源とリガク製 Hypix-ED 検出器を備えた、電子回折による極微小単結晶構造解析 (MicroED) 

に特化した装置です。MicroED は、2010 年代に開発された単結晶構造解析の手法です。微小結晶を

回転させながら電子を照射することで回折データセットを収集し、単結晶 X 線構造解析と同様に構

造決定を行います。電子のほうが X 線よりも物質と強く相互作用するため、MicroED なら X 線では

不可能であった、1μm未満のサイズの結晶 1粒 1 粒からの回折データセットの収集が可能となりま

す。そのため、例えば化学反応後に溶媒を飛ばしただけのクルードな粉末状結晶サンプルからで

も、本装置を用いれば精製すら行わずに立体構造を解くことができる可能性があります。また、同

時に導入された GATAN 社製のクライオトランスファーホルダー Elsa を用いることで、液体窒素温

度にて回折実験を行うことも可能です。液体窒素温度に冷やすことにより、試料への電子照射によ

るダメージを低減できるほか、真空引きによる結晶そのものの昇華や結晶中の溶媒の脱離をある程

度防ぐことができます。現在のところ、無機結晶・低分子有機化合物の結晶・超分子化合物（[4]ロ

タキサン）の結晶・リゾチームなど比較的低分子量の蛋白質の結晶で構造決定に成功した例が報告

されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XtaLAB Synergy-ED 

クライオトランスファーホルダー Elsa 
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質量分析装置 AccuTOF-Express の導入 

JEOL 社製の前 AccuTOF(JMS-T100LC)機種から、後継機種 AccuTOF-Express へ更新されました。分

解能が向上し、以前よりも更に迅速に測定できます。 

この AccuTOF 装置に前機種同様、高分解能飛行時間型分析装置に専用の「アンビエントイオン化

法」DART イオン源(Direct Analysis in Real Time)が装着されています。NMR 溶液や UV 溶液も試す

ことができます。液体はもとより固体試料や（本機には付いていないが、オプションを付ければ気

体分析も可能）、物質の表面分析も前機種と同様に測定可能です。試料を扱う上で特別な前処理は必

要無く、また大気圧下で試料の導入が可能なため、質量分析装置の初心者でも非常に簡便に測定で

きる DART-AccuTOF 質量分析装置です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窒素再凝縮装置の更新 

今年度第一研究棟の 4階、5 階 NMR 測定室の窒素再凝縮装置が老朽化のため、新しいヘリウム圧縮

機を更新しました。古い装置より、高い窒素の凝縮能力を有し、磁場を安定させて、高分解能のデ

ータが得られました。 
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CAC NAS の導入 

2025 年度より、総合解析センターでは DX（デジタルトランスフォーメーション）の一環として、

測定装置で得られたデータを保存・共有するための NAS（ネットワーク接続型ストレージ）を設置し、

運用を開始いたします。各研究室の皆様には、この NAS を測定データの一時保存場所としてご活用い

ただけますと幸いです (一部の装置では利用できないものもあります) 。 

自主測定においては、まず測定装置で取得したデータを装置 PC に保存し、次に FTP ソフトを用い

て NAS に接続し、ご自身の研究室用フォルダにデータを保存してください。その後、研究室に戻って

から同じく FTP ソフトを使って NAS にアクセスし、必要なデータを各自の PC にダウンロードしてご

利用いただけます (下記イメージ図参照)。依頼測定についても、可能なものは導入していく予定で

す。 

NAS の利用方法に関する詳細は、各装置の講習会で説明するほか、解析センターのホームページに

マニュアルを掲載いたしますので、そちらもご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入館システムの更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業科学研究所管理棟の入退用サーバー更新に併せて

解析センター玄関に表示される解析センター在室表示シ

ステムが更新されました。在室表示システムは 24 時間

利用可能な解析センターのセキュリティー向上に寄与し

ています。 
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6．リユースによる装置の整備 

 

XPS トランスポーターの導入       

コアファシリティ機構の機器リユース促進支援経費により、XPS トランスポーターが導入されまし

た。従来使用していた装置では、試料ホルダーを装置に導入する際に、試料が大気に触れることを避

けられませんでした。しかし、今回導入されたトランスポーターを使用することにより、グローブボ

ックス等から試料を大気に曝すことなく、直接装置へ導入することが可能となります。この結果、大

気への暴露を避けたい試料の分析も行えるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XRD データベース更新  

XRD データベース「ICDD PDF-2」の 2014 年版ライセンス期間が満了したため、コアファシリティ機

構の機器リユース促進支援経費を活用し、最新の 2025 年版へと更新いたしました。データ収録数は

274,443 件から 359,407 件へと大幅に増加しており、より高精度な相同定が可能になることが期待さ

れます。なお、新しいデータベースは、従来通りリガク社製解析ソフト「PDXL2」でもご利用いただけ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 XRD 
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FT-MS 用 DART イオン源の導入 

大阪大学理学研究科から譲渡された AMR 社の DART

イオン源の導入により、DART を用いた精密質量測定

の依頼分析が可能となりました。液体試料はもちろん

のこと、従来の手法では測定が困難であった溶媒に不

溶な試料、粉末、各種基板上の試料(表面の分析)など

に対しても、DART による迅速な精密質量測定が対応

可能です。多様な試料形態に柔軟に対応できる新たな

分析手法として、ぜひご活用ください。 

 

 

 

Bruker micrOTOF II のリユース 

岡山大学自然生命科学研究支援センターより Bruker micrOTOF II

がリユース機器として譲渡されました。メーカーサポートが切れた

CSI-MS のバックアップ機器としての活用が期待されます。 

 

 

 

 

 

 

ドラフトと実験台の移管 

産業科学研究所の物品の利活用システムにより先端ハード材料研究分野 原田明グループから多田

製作所製ドラフトが総合解析センター203 号室に移管されました。また、コアファシリティ機構のリ

サイクル掲示板を介して薬学研究科辻川和丈研究室よりスチール製中央実験台が総合解析センター

203 号室に移管されました。  
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7．学内措置による教育研究組織の整備について

 

総合解析センターは、部局附属組織であるものの、科学分析機器の学内共用組織として、大阪大学

において中核的な役割を果たしています。これまで、学内の他部局と連携して様々な研究支援を行っ

てきました。 

今後もセンターが質の高い分析技術の支援を継続するためには、機器分析研究を介して、先端機器

分析技術を身に着けた優秀な人材を育成するための大学院生等への基礎教育を行う必要がある一方、

産業に直結する応用研究に関連する応用分析技術も新たな学際領域を開拓するために、今後、益々重

要になります。このように多角化する幅広い分析技術の支援を推進するために、R7 年度より、センタ

ー内に２つの部門を設け、そのミッションを明確化することになりました。 

「基盤分析技術研究教育部門」は科学分析機器の学内共用のための主要装置類に対して管理・運用・

技術支援・機器分析を行うとともにそれに関する教育及び研究を行う部門です。基盤分析技術研究教

育部門の下には「機能物質解析学研究分野」が設置され、機能性物質の合成、分析、解析研究を行う

とともに、これらに関わる人材育成に貢献します。また「学際領域研究促進部門」は応用分析技術に

長けた所内の兼任教員がその専門性を活かし、共同利用、共同研究により学際領域研究を促進する部

門です。産研外の若手研究者などが見出した萌芽的な研究成果に対し、高度で専門的な産業応用のた

めの分析技術を提供し、共同研究を活性化することで、境界領域研究を推進し、大阪大学の研究力強

化を目指します。 
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8．コアファシリティ事業について 

 

R3 年度に大阪大学は先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）事業に採

択されました。この事業では①大学・研究機関全体での共用文化の定着②老朽化が進む共用装置の戦

略的な更新③技術職員の組織的な育成・確保④教員の負担軽減という課題に対し、5 年の事業を通し

て大学・研究機関等における研究設備の共用体制を確立することを目指しています。これまで大阪大

学では先端研究基盤共用促進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）において阪大ソリュー

ション方式により、研究科・学部における共用ではなく研究科・学科横断型の共用をすすめてきまし

たが、これを発展させ、研究 DX 技術の活用や研究支援人材の育成、研究支援キャパシティの拡大や

研究創発支援の強化などを通して、「社会変革に貢献する世界屈指のイノベーティブな大学」の実現

を支える優れた研究支援体制の整備・強化が進むと期待されます。解析セ

ンターはナノ構造量子解析ソリューションの中核組織としてこの事業に参

画しています。R4 年 3 月に文部科学省により、「研究設備・機器の共用推進

に向けたガイドライン」が作成されました。大阪大学は、R5 年 4 月１日全

学的かつ戦略的な企画・統括・調整の役割を担っていく全学組織としてコ

アファシリティ機構を設置し、「大阪大学における研究設備・機器の共用に

関する方針」を制定し、共用化に力を入れています。R6 年度途中から 3 名

のコアファシリティ所属のスタッフが解析センターの支援業務に加わり、

XPS,ICP,MicroED の支援体制が強化されました。 
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9．ChemOffice＆電子ノート活用セミナーについて 

 

ChemOffice は化学構造式を描く上で最もよく使われているソフトウェアです。近年、バイオ関連の

描画機能も充実し、化学系から生物系の分野の発表用資料や学術論文の作成に必須となっています。

分子軌道計算機能も含まれるため、化学構造や反応性についての理解にも役立ちます。 

また電子実験ノートの Signals Notebook は、研究データの保存の観点から注目されています。ク

ラウドの特徴を生かし、デバイスを問わずアクセス可能でグループ共有もできます。構造式検索で過

去の実験の検索も容易で、文献、スペクトルデータも一元管理できます。 

 大阪大学では平成 19 年度より本学の約 80 に及ぶ研究室（工、理、基礎工、薬、医、産研、太陽エ

ネ、交流セ、蛋白研、免疫、ラジオ、総合学術）の共同出資とサイバーメディアセンターの技術支援

により、ChemOffice の日本総代理店と大阪大学との年間サイトライ

センス契約を結び、運用を開始しました。そして R4 年度７月からコ

アファイリティー事業のサポートにより、大阪大学の構成員の方は

無料でこのソフトウェアを利用できるようになりました。ぜひ、この

機会を利用して学部の講義や、学生実習等でもご利用いただければ

と思います。令和 6 年度の講習会は 4 月にオンラインセミナーの形

式で開催されました。Revvity の丸尾敏男氏、今田泰史氏の講師によ

り、ChemOffice 及び電子ノート Signals Notebook のオンラインセミ

ナー行われ、計 46 名の方が参加しました。
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10．化学アドバンスト実験について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．FD 研修について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

平成 30 年度より、解析センターの「総合解析センター説明

会（新入生のための機器分析講習会）」が、阪大の FD 委員会

で「新任教員研修制度」のプログラムの一つとして採択され

ています。「新任教員研修制度」は平成 29 年 10 月以降、阪大

に新規採用された教員が本学の教員として身に着けておくべ

き基本的な知識やスキルを習得することを目的とした必修研

修です。 

平成 20 年度より、解析センターの講習会が理学研究科の

「化学アドバンスト実験」の単位として認定されています。

機器分析概論 I,II、初級核磁気共鳴法講習、多核核磁気共鳴

法講習、中級核磁気共鳴法講習、MALDI-質量分析法講習、GC-

質量分析法講習、FAB-質量分析法講習、DART/TOF-質量分析法

講習、粉末 X 線講習、初級走査型電子顕微鏡講習、XPS 講習

等が開講され、各装置の構造、測定原理の説明、操作法の指

導が行われました。令和 6 年度は 8 名の方が単位認定されま

した。 
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12．購読雑誌など 

 

総合解析センターでは下記の雑誌を購読しています。 

■雑誌 

 １）分析化学      １９５２～ 

２）ぶんせき      １９７５～ 

３）X 線分析の進歩   １９７４～２０１６ 

 

■分析学習ビデオ（放送大学 物質の科学・有機構造解析） 

 

■総合解析センターパンフレット、利用の手引き 

英語版を含め、センターのパンフレット、利用の手引き、装置の操作マニュアルを総合解析セン

ター２階廊下に準備してあります。 
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13．今年度の行事  

 

 1）新入生のための機器分析講習会 4 月 3 日 13:45-17:15 

  産研新入生のために総合解析センターの装置の概要、組織、利用規則などを紹介します。 

産研新入生の参加は必須です。 

 2）機器分析視聴覚アワー 5 月 9 日 13:30-16:30 

  分析教育用ビデオを利用して有機構造解析の基礎を学びます。 

 3）各種講習会 

  総合解析センターでは、定期的に各種分析装置の使用講習会を開催します。 

 

 全学初心者 NMR 講習会 

 4 月 9,10 日(9:30-12:30,13:30-16:30) 総合解析センター106 号室 

 全学初心者 NMR 講習会(英語版) 

  4 月 11 日(9:30-12:30,13:30-16:30) 総合解析センター106 号室 

全学 TG-DTA 講習会 

 4 月 15,16 日(10:00-12:00,14:00-16:00) 総合解析センター302 号室 

 全学 DART-MS 講習会   

  4 月 16,25 日(14:00-17:00) 総合解析センター303 号室 

 全学 DSC 講習会 

  4 月 22,25 日(10:00-12:00,14:00-16:00) 総合解析センター302 号室 

 全学 DART-MS 講習会(英語版) 

  4 月 23 日(14:00-17:00）総合解析センター303 号室 

 薄膜 X 線回折講習会 

  4 月 23,24 日(13:30-17:00) 総合解析センター101 号室 

  全学 ChemOffice 活用法セミナー 

  4 月 25 日(10:00-12:00 ChemDraw 13:30-15:30 Signals Notebook) online 

  IR・UV 講習会 

  5 月 7-9 日(13:30-16:30) 総合解析センター302 号室 

粉末 X 線回折講習会 

  5 月 8,9 日(13:30-17:00) 総合解析センター101 号室 

  FE-SEM 講習会 

  5 月 13-15 日(9:30-12:30,13:30-16:30）第 2 研究棟 S107-1 号室 

 FIB 講習会(初級)  

  5 月 14 日(10:00-17:00）第 2 研究棟 S113 号室 

 全学 XPS 講習会 

  5 月 14-16 日(10:00-16:00) 総合解析センター101 号室 
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 FIB 講習会(中級)  

  5 月 15 日(10:00-17:00）第 2 研究棟 S113 号室 

  全学 FE-SEM 講習会  

  5 月 16,19,20 日(9:30-12:30,13:30-16:30）第 2 研究棟 S107-1 号室 

  全学薄膜 X 線回折講習会 

  5 月 19-21 日(13:30-17:00) 総合解析センター101 号室 

  全学粉末 X 線回折講習会 

  5 月 22,26 日(13:30-17:00) 総合解析センター101 号室 

MALDI-MS 講習会 

  5 月 22,30 日(14:00-17:00）総合解析センター304 号室 

全学 CD 講習会 

  5 月 26,28 日(10:00-12:00) 総合解析センター302 号室 

単結晶 X 線回折講習会(XtaLAB 低分子) 

  5 月 27,28 日(13:30-17:00）総合解析センター203 号室 

MALDI-MS 講習会(英語版) 

  5 月 29 日(14:00-17:00）総合解析センター304 号室 

単結晶 X 線回折講習会(XtaLAB 生体高分子) 

  5 月 29 日(13:30-15:30) 総合解析センター203 号室 

全学多核 NMR 講習会 

  5 月 29,30 日(10:00-17:00）総合解析センター106 号室 

全学初級 ICP 講習会 

  6 月 4-6 日(10:00-13:00,14:00-17:00）総合解析センター301 号室 

全学 DART-MS 講習会(英語版) 

  6 月 6 日(14:00-17:00）総合解析センター303 号室 

全学中級 ICP 講習会 

  6 月 10,12 日(10:00-13:00,14:00-17:00）総合解析センター301 号室 

蛍光 X 線講習会 

  6 月 10,11 日(13:00-16:00）総合解析センター101 号室 

全学 DART-MS 講習会 

  6 月 13 日(14:00-17:00）総合解析センター303 号室 

全学中級者 NMR 講習会 

  6 月 19,20 日(10:00-17:00) 総合解析センター106 号室 

全学蛍光 X 線講習会 

  6 月 25,26 日(13:00-16:00）総合解析センター101 号室 

全学中級者 NMR 講習会(英語版) 

 6 月 26 日(10:00-17:00) 総合解析センター106 号室 
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GC-MS 講習会 

  7 月 14 日(14:00-17:00）総合解析センター304 号室 

FAB700-MS 講習会 

  7 月 22 日(14:00-17:00）総合解析センター303 号室 

  新入生のための機器分析講習会 

 10 月 2 日(13:30-16:30) video rerun  第 1 研究棟 F228   

  FE-SEM 講習会 

  10 月 7,8 日(9:30-12:30,13:30-16:30）第 2 研究棟 S107-1 号室 

  全学初心者 NMR 講習会   

  10 月 9,10 日(9:30-12:30,13:30-16:30) 総合解析センター106 号室 

  全学 FE-SEM 講習会  

  10 月 9,10 日(9:30-12:30,13:30-16:30）第 2 研究棟 S107-1 号室 

  全学 TG-DTA 講習会 

  10 月 10,14 日(10:00-12:00,14:00-16:00) 総合解析センター302 号室 

  IR・UV 講習会 

  10 月 16,17 日(13:30-16:30) 総合解析センター302 号室 

  全学 DART-MS 講習会 

  10 月 20 日(14:00-17:00) 総合解析センター303 号室 

全学 DSC 講習会 

 10 月 21,22 日(10:00-12:00,14:00-16:00) 総合解析センター302 号室 

全学 DART-MS 講習会(英語版) 

  10 月 22 日(14:00-17:00）総合解析センター303 号室 

  全学 XPS 講習会 

  10 月 22-24 日(10:00-16:00) 総合解析センター101 号室 

  MALDI-MS 講習会 

  10 月 27 日(14:00-17:00）総合解析センター304 号室 

  薄膜 X 線回折講習会 

  10 月 28 日(13:30-17:00) 総合解析センター101 号室 

 MALDI-MS 講習会(英語版) 

  10 月 31 日(14:00-17:00）総合解析センター304 号室 

FIB 講習会(初級)  

  11 月 5 日(10:00-17:00）第 2 研究棟 S113 号室 

全学初級 ICP 講習会 

  11 月 5-7 日(10:00-13:00,14:00-17:00）総合解析センター301 号室 

FIB 講習会(中級)  

  11 月 6 日(10:00-17:00）第 2 研究棟 S113 号室 
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全学薄膜 X 線回折講習会 

 11 月 6,7,10 日(13:30-17:00) 総合解析センター101 号室 

  粉末 X 線回折講習会 

  11 月 11 日(13:30-17:00) 総合解析センター101 号室 

 FAB-MS 講習会 

  11 月 11 日(14:00-17:00）総合解析センター303 号室 

 全学中級 ICP 講習会 

  11 月 13,14 日(10:00-13:00,14:00-17:00）総合解析センター301 号室 

  全学粉末 X 線回折講習会 

  11 月 13,17 日(13:30-17:00) 総合解析センター101 号室 

  単結晶 X 線回折講習会(XtaLAB 低分子) 

  11 月 18 日(13:30-17:00）総合解析センター203 号室 

  単結晶 X 線回折講習会(XtaLAB 生体高分子) 

  11 月 19 日(13:30-15:30）総合解析センター203 号室 

  GC-MS 講習会 

  11 月 19 日(14:00-17:00）総合解析センター304 号室   

 全学中級者 NMR 講習会 

  11 月 21 日(10:00-17:00) 総合解析センター106 号室         

 

 4）各種機器 利用者連絡会  

 

 研究室と総合解析センターとの意志の疎通をはかり、装置類の共同利用を円滑に進めることを目的

として利用者連絡会が設置されています。この利用者連絡会のメンバーは実際に機器を利用している

研究室の若手職員と総合解析センターの機器担当職員とで構成され、総合解析センターから研究室へ

の連絡、あるいは研究室から総合解析センターへの要望などの意見交換が行われています。 

 

 前期機器利用者連絡会 

 6 月 12 日(木) 13:30-14:30  第 2 研究棟 S109 

 

 後期機器利用者連絡会 

 11 月 12 日(水) 13:30-14:30 第 2 研究棟 S109 
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14．昨年度の活動報告 

 

下記のように講習会、見学会を行いました。 

 令和 6 年度行事一覧    

令和 6年 4 月 3 日         新入生のための機器分析講習会          51 名 

 4 月 9,19 日,6 月 4,6 日 臨時 FE-SEM 講習会              13 名 

 4 月 10,11 日     全学初心者 NMR 講習会              18 名 

 4 月 12 日     全学初心者 NMR 講習会（英語版）           4 名 

 4 月 17 日     全学 DART-MS 講習会               5 名 

 4 月 24 日     全学 DART-MS 講習会（英語版）             1 名  

4 月 24,25 日     全学 TG-DTA 講習会               5 名 

 4 月 26 日     全学 ChemOffice 講習会               49 名 

 5 月 3 日         いちょう祭（一般開放,見学）                   28 名 

 5 月 9,10 日     全学 DSC 講習会                                    8 名 

 5 月 9,16 日     機器分析ビデオ講習会                           18 名 

 5 月 10 日     機器分析視聴覚アワー                            3 名 

 5 月 13,14,15 日     IR･UV 講習会                                   13 名 

 5 月 14,15,16 日     FE-SEM 講習会                                   15 名 

 5 月 16 日     全学 CD 講習会                     1 名 

 5 月 17,20,21,23 日 全学 FE-SEM 講習会                           22 名 

 5 月 17,24,28,29 日 全学 XPS 講習会                                   22 名 

 5 月 20,21 日     薄膜 X 線回折講習会                            4 名 

 5 月 22,23 日     粉末 X 線回折講習会                            7 名 

 5 月 22,28 日     MALDI-MS 講習会                                    9 名 

 5 月 24 日     臨時初心者 NMR 講習会                            1 名 

 5 月 29 日     MALDI-MS 講習会（英語版）                     2 名 

 5 月 30,31 日     全学多核 NMR 講習会                            7 名 

 6 月 3,4 日     全学 ICP 講習会(初級）                            9 名 

 6 月 4,5,6 日     全学薄膜 X 線回折講習会              14 名 

 6 月 5 日         全学 DART-MS 講習会（英語版）           1 名 

 6 月 7 日         全学 DART-MS 講習会                            5 名 

 6 月 7,11,12,14,20 日 全学 XPS 講習会                  16 名 

 6 月 7,19 日     臨時初心者 NMR 講習会                            5 名 

 6 月 7,11 日     全学粉末 X 線回折講習会                           10 名 

 6 月 10 日     全学 ICP 講習会（中級）                            1 名 

 6 月 12,13 日     蛍光 X 線講習会                                    7 名 
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 6 月 18,19 日     単結晶 X 線回折講習会(XtaLAB 低分子)       4 名 

 6 月 18,19 日     全学蛍光 X 線講習会                            7 名 

 6 月 20 日     臨時薄膜 X 線回折講習会                            2 名 

 6 月 26,27 日     全学中級者 NMR 講習会                            3 名 

 6 月 28 日     全学中級者 NMR 講習会（英語版）                    1 名 

 6 月 28 日     FAB700-MS 講習会                    1 名 

 6 月 28 日     DART-MS 講習会                                    1 名 

 7 月 3 日       KETI(韓国)研究者施設見学                    3 名 

 7 月 4,19 日     臨時初心者 NMR 講習会                 2 名 

    7 月 4 日        全学 XPS 講習会                   １名 

 7 月 5 日         浙江大学施設見学              40 名 

 7 月 11,17,19 日     臨時薄膜 X 線回折講習会                  7 名 

 7 月 18 日     臨時 FE-SEM 講習会               5 名 

 7 月 26 日     GC-MS 講習会                   2 名 

 7 月 29 日     臨時 TG-DTA 講習会               4 名 

 8 月 7 日         GC-MS 講習会（英語版）               2 名 

 8 月 9,22 日 9 月 10 日 臨時 FE-SEM 講習会               6 名 

 8 月 22 日     臨時薄膜 X 線回折講習会               2 名 

 8 月 22 日     開成学園施設見学               8 名 

 8 月 23 日     GC-MS 講習会（英語版）               2 名 

 8 月 26 日     臨時 TG-DTA 講習会               1 名 

 8 月 27 日     GC-MS 講習会（英語版）                 2 名 

 9 月 26 日     臨時薄膜 X 線回折講習会               1 名 

 10 月 3 日     新入生のための機器分析講習会           21 名 

 10 月 8,9,11 日     FE-SEM 講習会                  10 名 

 10 月 10 日     全学 FE-SEM 講習会               5 名 

 10 月 10,11 日     全学初心者 NMR 講習会               10 名 

 10 月 11,15 日     全学 TG-DTA 講習会                5 名 

 10 月 15,16 日     IR･UV 講習会                   5 名 

 10 月 16 日     全学 DART-MS 講習会               1 名 

 10 月 16,17,29 日    全学 DSC 講習会                   3 名 

 10 月 18 日     全学 DART-MS 講習会（英語版）           4 名 

 10 月 18 日     臨時薄膜 X 線回折講習会               1 名 

 10 月 23,24,25 日     全学 XPS 講習会                  13 名 

 10 月 24 日     GC-MS 講習会（英語版）               1 名 

 10 月 24,25 日     薄膜 X 線回折講習会                           4 名 

 10 月 25 日     MALDI-MS 講習会（英語版）                           1 名 
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 10 月 30,31 日 11 月 1 日 全学薄膜 X線回折講習会              11 名 

 11 月 5 日     粉末 X 線回折講習会               1 名 

 11 月 5 日     全学 ICP 講習会(初級）                            1 名 

 11 月 6 日     臨時 MicroED-TEM 講習会                            1 名 

 11 月 6 日     FIB 講習会(初級)                                    2 名 

 11 月 7 日     FIB 講習会(中級)                                    2 名 

    11 月 7 日        全学 XPS 講習会                                      2 名 

 11 月 14 日     単結晶 X 線回折講習会(XtaLAB 低分子)            1 名 

 11 月 15 日     和歌山県立向陽高等学校施設見学                   40 名 

 11 月 19 日     GC-MS 講習会                                    1 名 

 11 月 19,20 日     全学粉末 X 線回折講習会                            2 名 

 11 月 21 日     臨時初心者 NMR 講習会                            1 名 

 11 月 28 日     全学中級者 NMR 講習会                            3 名 

 11 月 29 日     臨時初心者 NMR 講習会                            1 名 

 12 月 4 日     愛媛県立松山南高等学校施設見学                   40 名 

 12 月 10 日     臨時 TG-DTA 講習会                            1 名 

 12 月 10,11 日     臨時 FIB 講習会                                    2 名 

 12 月 11 日     臨時機器分析ビデオ講習会                    1 名 

 12 月 10-12 日     臨時 FE-SEM 講習会                            5 名 

 12 月 12 日     臨時 ICP 講習会                                    1 名 

 12 月 19 日     臨時 MALDI-MS 講習会                            2 名 

令和 7 年 1 月 22 日      ﾏﾚｰｼｱ科学大学,ﾏﾋﾄﾞﾝ大学,ﾁｪﾝﾏｲ大学施設見学         12 名 

 1 月 24 日     臨時蛍光 X 線講習会                            1 名 

 1 月 28 日 2 月 10 日 臨時 FE-SEM 講習会                            4 名 

 2 月 10,26 日     臨時 XPS 講習会                                    6 名 

 2 月 26 日     臨時粉末 X 線回折講習会                            7 名 

 3 月 11 日     臨時初心者 NMR 講習会                            1 名 

 3 月 12 日     デラサール大学(フィリピン)                   19 名 

 3 月 19 日     臨時薄膜 X 線回折講習会                            1 名 

 3 月 27 日     東海大学施設見学                            3 名 
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利用者講習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入生のための機器分析講習会 

令和 6 年 4 月 3 日 

全学初心者 NMR 講習会 

令和 6 年 4 月 10,11 日 

全学 DART-MS 講習会 

令和 6 年 4 月 17 日 
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全学 DSC 講習会 

令和 6 年 5 月 9,10 日 

 

機器分析視聴覚アワー 

令和 6 年 5 月 10 日 

 

IR-UV 講習会 

令和 6 年 5 月 13-15 日 
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FE-SEM 講習会 

令和 6 年 5 月 14-16 日 

 

全学 XPS 講習会 

令和 6 年 5 月 17,24,28,29 日 

 

全学多核 NMR 講習会 

令和 6 年 5 月 30,31 日 
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全学 ICP 講習会(初級) 

令和 6 年 6 月 3,4 日 

 

蛍光 X 線講習会 

令和 6 年 6 月 12,13 日 

 

全学薄膜 X 線回折講習会 

令和 6 年 6 月 4-6 日 
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臨時 MicroED-TEM 講習会 

令和 6 年 11 月 6 日 

 

FIB 講習会(初級) 

令和 6 年 11 月 6 日 

 

GC-MS 講習会 

令和 6 年 11 月 19 日 
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見学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浙江大学 

令和 6 年 7 月 5 日 

 

和歌山県立向陽高等学校 

令和 6 年 11 月 15 日 

 

愛媛県立松山南高等学校 

令和 6 年 12 月 4 日 
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15．センターの機器を利用して得られた成果 

 

大岩研究室 

Ray-based automatic tuning of a single quantum dot in a GaAs/AlGaAs quadruple dot array, Ehsan Alizadeh 

Kashtiban, Takafumi Fujita, Akira Oiwa: Japanese Journal of Applied Physics64,02SP22 (2024). 

 

High-fidelity spin readout via the double latching mechanism, Haruki Kiyama, Danny van Hien Hien, Arne 

Ludwig, Andreas D. Wieck, Akira Oiwa: npj Quantum Information10,95 (2024).  

 

千葉研究室 

Tunable unidirectional spin Hall magnetoresistance in ferrimagnetic CoGd films, K. Hasegawa, Y. Hibino. T. 

Koyama, and D. Chiba: Physical Review B 111, 024408 (2025). 

 

能木研究室 

Electrodeposition of Cellulose Nanofibers as an Efficient Dehydration Method, T. Kasuga, C. Li, A. Mizui, S. 

Ishioka, H. Koga, M. Nogi: Carbohydrate Polymers, 340, 122310 (2024). 

 

Li counterion-exchanged TEMPO-oxidized cellulose nanofibers as a copper electrode seal for short-circuit 

failure inhibition, C. Li, H. Yagyu, S. Ishioka, T. Kasuga, H. Koga, M. Nogi: Carbohydrate Polymer Technologies 

and Applications, 100648 (2024). 

 

Rapid and efficient dehydration of cellulose nanofiber hydrogels via electroosmosis, T. Kasuga, A. Mizui, S. 

Ishioka, H. Koga, M. Nogi: Sustainable Materials and Technologies, e01215 (2025). 

 

Hygroscopic and moisture-stable cellulose nanofiber aerogel for effective and repeatable moisture-enabled 

electricity generation, L. Zhu, X. Li, Y. Huang, S. Ishioka, T. Kasuga, H. Koga: Chemical Engineering Journal, 

511, 162246 (2025). 

 

関野研究室 

Nano-Silicate Compounding for Improved Physical Attributes of Calcium Carbonate Ceramics, Shota Umemoto, 

Hidero Unuma, Sunghun Cho, Tomoyo Goto, Tohru Sekino: Ceramics International, Volume 51, Issue 5, 6174-

6182 (2025). 

 

Densification of hydroxyapatite/zirconia nanocomposites fabricated via low-temperature mineralization sintering 

process and their mechanical properties, Yeongjun Seo, Shiori Nawa, Tomoyo Goto, Sunghun Cho, Tohru Sekino: 

Scientific Reports, volume 15, 2479 (2025). 
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Effect of synthesis temperature on the properties and photocatalytic performance of peroxo-titanate nanotubes 

prepared by bottom-up synthesis method, Do Hyung Han, Hyunsu Park, Tomoyo Goto, Sunghun Cho, Yeongjun 

Seo, Yoshifumi Kondo, Hisataka Nishida and Tohru Sekino: Discover Materials, 4, 67 (2024). 

 

Densification and Network Structural Changes in Binary Aluminosilicate Glass via Cold Sintering Process, 

Yeongjun Seo, Xigeng Lyu, Tomoyo Goto, Sunghun Cho, Tohru Sekino: Ceramics International, Volume 50, 

Issue 22, Part B, 47030-47041(2024).  

 

Stoichiometric Study on Ion Composition of a Precursor in Chemical Bottom-Up Synthesis for Peroxo-Titanate, 

Do Hyung Han, Hyunsu Park, Tomoyo Goto, Yeongjun Seo, Yoshifumi Kondo, Sunghun Cho, Tohru Sekino: 

ACS Omega, 9, 33293–33300 (2024).  

 

Effects of Cation Exchange in Rhodamine B Photocatalytic Degradation Using Peroxo-Titanate Nanotubes, Do 

Hyung Han, Hyunsu Park, Tomoyo Goto, Sunghun Cho, Yeongjun Seo, Yoshifumi Kondo, Hisataka Nishida, 

Tohru Sekino: Nanomaterials, 14, 1170 (2024).  

 

海苔様チタン酸ナトリウムの⽔熱合成と Sr2+収着特性, 近藤吉史, 後藤 知代, 関野 徹, 粉体および粉
末冶⾦, 71 巻 5 号, 167-174 (2024).  

 

Crystallization behavior, chemical microstructure and surface morphology of a little HCl assisted lithium 

disilicate powders prepared by sol-gel method, Xigeng Lyu, Yeongjun Seo, Hyunsu Park, Do Hyung Han, 

Sunghun Cho, Tomoyo Goto, Tohru Sekino: Journal of the Ceramic Society of Japan, 132, 169-177(2024).  

 

古澤研究室 

Reaction mechanisms of Sn-based polarity-change copolymer resists with different counter anions, designed for 

extreme ultraviolet lithography, Kohei Hashimoto, Yui Takata, Yusa Muroya, Takahiro Kozawa, Kohei Machida, 

Satoshi Enomoto, Bilal Naqvi and Danilo De Simone: Jpn. J. Appl. Phys 64 026501 (2025). 

 

藤塚研究室 

Faster excited-state intramolecular electron transfer from perylenediimide dianion compared to its radical anion, 

Chao Lu, Kazuma Honda, and Mamoru Fujitsuka: The Journal of Physical Chemistry A, 128, pp. 9869−9875 

(2024).  

 

Near-infrared light-driven H2O2 generation via metalloporphyrin-based covalent organic frameworks and 

nanodisks, Aya Yoshikawa, Hajime Shigemitsu, Xinxi Li, Mamoru Fujitsuka, Yasuko Osakada, and Toshiyuki 

Kida: ACS Applied Energy Materials, 7, pp. 9084−9088 (2024).  
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Color variation in radio-luminescence of P-dots doped with thermally activated delayed fluorescence molecules, 

Zheming Su, Hieu Thi Minh Nguyen, Zuoyue Liu, Daiki Asanuma, Minoru Yamaji, Masanori Koshimizu, Hajime 

Shigemitsu, Sachiko Tojo, Tadashi Mori, Toshiyuki Kida, Guillem Pratx, Mamoru Fujitsuka and Yasuko 

Osakada: Physical Chemistry Chemical Physics, 27, pp. 7605−7610 (2025).  

 

中谷研究室 

The heterodimer of 2-amino-1,8-naphthyridine and 3-aminoisoquinoline binds to the CTG/CTG triad via 

hydrogen bonding, Sakurabayashi, S.; Yamada, T.; Nakatani, K: Bioorg. Med. Chem. Lett., 114, 129985 (2024).  

 

Enhancing Binding Affinity to CGG/CGG Triad: Optimizing Naphthyridine Carbamate Dimer Derivatives with 

Varied Linker Lengths, Nakatani, K.; Shibata, T.; Nakamachi, A: ChemMedChem, e202400351 (2024).   

 

NMR analysis of N-labeled naphthyridine carbamate dimer (NCD) to contiguous CGG/CGG units in DNA, 

Yamada, T.; Sakurabayashi, S.; Sugiura, N.; Haneoka, H.; Nakatani, K: Chem. Commun. 60, 3645-3648 (2024).  

 

A new small molecule DoNA binding to CAG repeat RNA, Chen, Q.; Yamada, T.; Miyagawa, K.; Murata, A.; 

Shoji, M.; Nakatani, K: Bioorg. Med. Chem. 98, 117580 (2024). 

 

鈴木研究室 

Targeting KDM1A in neuroblastoma with NCL-1 induces a less aggressive phenotype and suppresses 

angiogenesis, Annika Sprüssel, Takayoshi Suzuki, Naoki Miyata, Kathy Astrahantseff, Annabell Szymansky, 

Jörn Toedling, Theresa M. Thole, Annika Ballagee, Marco Lodrini, Annette Künkele, Matthias Truss, Lukas C. 

Heukamp, Susanne Mathia, Falk Hertwig, Christian Rosenberger, Angelika Eggert, Hedwig E. Deubzer, 

Johannes H. Schulte: J. Clin. Med. 13, 6081 (2024). 

 

Down‐regulation of IL‐8 and IL‐10 by LRRC8A inhibition through the NOX2‐Nrf2‐CEBPB transcriptional axis 

in THP‐1‐derived M2 macrophages, Miki Matsui, Junko Kajikuri, Hiroaki Kito, Elghareeb E. Elboray, Takayoshi 

Suzuki, Susumu Ohya: Int. J. Mol. Sci., 25, 9612 (2024). 

 

Identification of a novel histone H2A mono-ubiquitination-inhibiting cell-active small molecule, Siyao Ni, Yuri 

Takada, Takaaki Ando, Shengwang Yu, Yasunobu Yamashita, Yukari Takahashi, Miho Sawada, Makoto Oba, 

Yukihiro Itoh, Takayoshi Suzuki: Bioorg. Med. Chem. Lett., 105, 129759 (2024). 

 

Role of plant homeodomain finger protein 8 regulates cell proliferation via the MEK/ERK pathway in P19 

embryonic carcinoma cells, Shusuke Doi, Takayoshi Suzuki, Shuhei Soeda, Naoki Miyata, Tetsuya Inazu: 

Biochem. Biophys. Rep., 38, 101670 (2024). 
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Epigenetic Inhibitors as Alzheimer’s Disease Therapeutic Agents, Yasunobu Yamashita, Yukihiro Itoh, Yuri 

Takada, Takayoshi Suzuki: Chem. Pharm. Bull., 72, 630–637 (2024). 

 

Identification of Proteolysis Targeting Chimeras (PROTACs) for Lysine Demethylase 5 and their Neurite 

Outgrowth-Promoting Activity, Tetsuya Iida, Yukihiro Itoh, Yukari Takahashi, Yuka Miyake, Farzad Zamani, 

Yasunobu Yamashita, Yuri Takada, Toshiki Akiyama, Jun Ibaraki, Kyoka Okuda, Yuto Tokuda, Tomoka 

Nishimura, Koto Hidaka, Hiiro Mori, Makoto Oba, Takayoshi Suzuki: Chem. Pharm. Bull., 72, 638–647 (2024). 

 

General Synthesis of meso-1,4-Dialdehydes and their Application in Ir-Catalyzed Asymmetric Tishchenko 

Reactions, Runze Zhao, Ismiyarto, Da-Yang Zhou, Kaori Asano, Takayoshi Suzuki, Hiroaki Sasai, and Takeyuki 

Suzuki: ACS Omega, 9, 17945–17955 (2024). 

 

Design, synthesis, and biological evaluation of phenylcyclopropylamine-entinostat conjugates that selectively 

target cancer cells, Yosuke Ota, Yukihiro Itoh, Yuri Takada, Yasunobu Yamashita, Chenliang Hu, Mano Horinaka, 

Yoshihiro Sowa, Mitsuharu Masuda, Toshiyuki Sakai, Takayoshi Suzuki: Bioorg. Med. Chem., 100, 1117632 

(2024). 

 

The impact of selective HDAC inhibitors on the transcriptome of early mouse embryos, Ruiqi Shao, Takayoshi 
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  16．学内および学外共同利用について 

 
■大学連携研究設備ネットワーク 

 平成19年度より自然科学研究機構分子科学研究所を核として始まった大学連携研究設備ネットワー

ク（旧化学系研究設備有効活用ネットワーク）は、学外共同利用を促進するためのネットワークです。

尚、本ネットワークでは大阪大学は、西近畿地区に分類され、鈴木健之准教授が大阪大学の機関管理

者を担当しています。  

 

              

        

 

 

 

 

 

大学連携研究設備ネットワーク http://chem-eqnet.ims.ac.jp 

 

■コアファシリティ機構 共創利用支援部門 

 総合解析センターに設置されている装置の一部は、コアファシリティ機構共創利用支援部門と連

携し、阪大研究基盤共用機器として学内外の共同利用に供しています。 

 コアファシリティ機構は研究基盤や研究支援体制の全学的な整備・強化を限られた資金やリソー

スで実現するため、全学的かつ戦略的な企画・統括・調整を担う組織として令和 5 年 4 月に設置さ

れました。 

阪大研究基盤共用機器は研究設備・機器共通予約システムにて公開され、大阪大学に所属する方

はどなたでも使用することが可能です。共創利用支援部門はその窓口を担い、多様な機器へより簡

便にアクセスできるように、機器に関する情報提供、問い合わせへの回答など利便性向上を目的に

利用環境を整備しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究設備・機器共通予約システム https://www.opf.osaka-u.ac.jp 
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17．センターからのお願い 
 
大阪大学の国立大学法人化に伴い、総合解析センターの研究への貢献度が何らかの形で説得力をも

って示されなければならない状況になっております。 

 総合解析センターの機器を使用して行った研究の成果を学会誌等に発表される場合は、論文に謝辞

等を御記載していただきますよう何卒お願い申し上げます(総合解析センター利用の手引きp.21を御

参照下さい）。また、論文が印刷・公表された時には、総合解析センターに、別刷１部ずつを御寄贈下

さるようよろしくお願い申し上げます。 

 総合解析センターでは、利用者の皆様がセンター機器を利用して得られた研究成果（論文等）をセ

ンター年報に掲載します。また寄贈いただきました別刷りは総合解析センター1 階玄関前に掲示して

おります。これらの論文は総合解析センターを利用する研究者のみならず、総合解析センターに来訪

される高校生や一般の見学者からも好評を得ています。 

 今後とも、総合解析センターの機器を御利用いただき、皆様の研究が益々発展することを心より祈

願しております。 

 
 
 


